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「ぼくたちに出来ること」
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　山梨県　甲府市立舞鶴小学校　６年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さくらい),櫻井)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しょう),翔)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(えい),英)
ぼくは、これまでに今日、明日が楽しく過ごせればいいと思って生きてきました。未来といっても、近い未来五年後十年後のことも、ぼんやりしか思い浮かべていませんでした。ですから、未来の社会がどうあってほしいのか、考えたこともありませんでした。そこで、今回この作文を書くことを決めて、初めてこれからぼくたちが生活していく未来の社会について考えてみることにしました。
　現在日本では、毎日のように考えるとちょっと怖い犯罪、いじめが起こっています。今、ぼくたちの住んでいる地域では、このような事は起きてはいません。けれど、テレビ・新聞でニュースを見るたびに「なぜこのようなことをしてしまうのだろう。」と思い、悲しく、また怖く感じました。事件を起す人は、どのような思いをしているのだろうかと思い、もしかしたら寂しい思いや悲しい思いをしてしまったからなのかなと想像していました。でも、犯罪を犯した人が反省をして、また社会へ戻ってくるのは、正直怖い気持ちもありました。
　ぼくの家の近くで『社会を明るくする運動』のポスターを見つけました。ポスターを貼った保護司の方にどのような活動をしているのかと教えていただきました。すると、犯罪や非行のない明るい社会のために立ち直ろうとする人の相談や生活のサポートをして、支え続けていることを知りました。ぼくだったら犯罪を過去に犯した人と関わることはちょっと怖いのではないかと思いました。しかし、犯罪を犯してしまった人も、二度と犯罪を起こさないようにサポートをすれば、地域も安全なものになるはずなので、その地域と社会のつながりを作ることが大切なのだと教えていただきました。普段なら、見落としてしまうポスターでしたが、保護司の方から資料をいただき、お話をお聞きできたことで、地域から安全な社会を作っていくことを知ることができました。
　今回ぼくの住んでいる近所にも、ボランティアで社会のため活動をしている方がいらっしゃることを知り、たくさんの人たちが見守ってくれることで、明るい未来は作られていくのだと気がつきました。
　今ぼくにできることは犯罪や非行のない健全な心をつくることだと思っています。ぼくは、剣道を習っています。剣道の先生は、いつも、ただ剣道が強くなればよいわけではない、剣道を通じてマナーを学び、感謝の気持ちを忘れないようにしていかなければいけないとお話ししてくださいます。ぼくは、できるだけ誰に対しても優しい気持ちをもつこと、いいこと悪いことの判断をしっかりつけること、常に感謝の気持ちをもって人に接することを気をつけています。
　登下校時には、旗振りのお父さんやお母さん、見守り隊の地域の方々に、　「おはよう。」「いってらっしゃい。」「おかえり。」「今日は暑かったね。」と声をかけていただきます。毎日の一言が、とてもうれしく感じます。ぼくは、必ず返事を返すようにしています。そうすると、不思議と笑顔になってしまいます。こうした言葉は、ぼくたちの心を温かく明るい気持ちにしてくれます。これまで６年間毎日温かい言葉をいただいたお礼に、ぼくは学校では児童会副会長を行っています。この気持ちを、今度は下級生たちに伝えるために、学校のあいさつ運動に、ハイタッチあいさつ運動という活動を取り入れました。一日の始まるあいさつを、上級生と下級生とが手を合わせることで、元気にすることができます。帰りも学級の友だちや下級生たちと、元気にあいさつすることで、明日という未来につなげることができると考えました。
　未来の社会については、まだまだ予想もつかないけれど、ぼくたちが毎日行っている活動は、明日という未来につながる第一歩だと今回考えることができました。また、安心、安全なまちづくりのために、今回関わっている方の存在を知り、これからぼくたち自身もっともっと地域の方々とつながっていくことが大切なのだと思いました。
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